
「キンダーブックじゅにあ」を
保育にご活用ください！

指導計画の文例絵本をつかった

�コーナー �子どもが経験すること �5領域�保育者の配慮

●相手に聞こえる声であいさ
つをする。

●あいさつをすると、心地よ
いことを感じる。

●大声を出すのではなく、相手に聞こえる声であいさつをす
ることを、保育者が実際にあいさつをしながら伝える。

●子どもがあいさつすることを心地よいと感じられるよう、
保育者自身が気持ちよくあいさつを行う。

●ざりがにの特徴を知る。

●ざりがにの動きに興味をも
ち、からだを動かして遊ぶ。

●からだの色や形など、ざりがにの特徴的な部分に子ども自
身が気づけるよう、わかりやすく質問し、考えるきっかけ
をつくる。

●ざりがにがどうやって歩いたり、物をつかんだりするかな
ど、子どもに問いかけながら、保育者がからだを実際に動
かして見せ、子どもも楽しんで模倣できるようにする。

「げんきに
あいさつ」

「ちょっきん！
ざりがに」
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絵本のおくりもの　2026年5月号

ざりがにのからだを観察し、まねっ
こして遊びましょう。

からだの色、脚の形、棲んでいる場所
など、ざりがにの特徴を伝えます。
「大きなはさみをどうやって動かす
のかな?」「水の中をどう動くのか
な?」などと問いかけ、ざりがににな
りきって遊ぶと楽しいですね。

ちょっきん！　ざりがに

野原でお弁当を食べているちゅうくん。こいのぼりがそよそよ風にな
びいて、とても気持ちがよさそうですね。裏表紙でもおいしそうなお弁
当を紹介しています。「みんなはどれが食べたい？」と尋ねて、楽しいピ
クニックを想像してみましょう。

「ちゅうくんも笑顔で
あいさつできたね」と
表情に注目しましょう。
元気にあいさつをする
ことは、みんなが心地
よいことだと伝えると、
気持ちのよいあいさつ
を意識できそうです。

「あれ？　なんだかちゅ
うくんのあいさつ、元
気がないね」「恥ずかし
いのかな？」と、ちゅ
うくんの表情に子ども
たちが気づけるように
問いかけてみましょう。
「今日、みんなは元気
にあいさつできたか
な？」と尋ねてみても
よいですね。

元気にあいさつをすることは気持ちよいと知り、進んでできるようにしましょう。

げんきに　あいさつ

へんしん　くもさん
くもさんが何に変身するのか楽しみ
ながら、こどもの日にも関心を広げ
ましょう。

くもさんが変身した姿を見て「こい
のぼりは見たことがあるかな?」「柏
餅を食べたことはあるかな?」などと
尋ねると、こどもの日の行事にも興
味がもてそうです。


